
 

１ 改定スケジュール   

 (１) 本県の「土木工事積算基準」は、原則として毎年度 10 月１日に制定。 

    （国土交通省が４月１日に改定する積算基準を反映） 

 (２) 令和８年度は、以下の項目について早期適用。 

① 一般管理費率（一般土木、港湾・漁港）の改定 ４月１日改定 

② 現場環境の改善費の実施内容見直しと拡充 ６月１日改定 

③  市場単価の一部廃止（廃止３工種）８月１日改定 

 

２ 改定概要   

(１) 移動時間、作業休止時間等を踏まえた歩掛改定 

資材基地等から現場への移動時間や建設機械の日々回送、建設現場の作業管理として行

われている作業休止時間の増加により実作業時間が短くなり、日当たり施工量が減少して

いる傾向が見られたことから、歩掛改定に反映。 

 (２) 施工規模に応じた標準歩掛(小規模歩掛等)の設定 

標準歩掛の適用可否の判断がしやすいように適用範囲及び施工方法などを詳細化。また、

維持修繕等に関係する工種で小規模施工を考慮して歩掛改定に反映。 

（３）土木工事標準歩掛の改定（新規７工種、改定17工種） 

（４） 施工パッケージ型積算関係（改定８工種） 

 (５) 鋼橋製作工関係 

 鋼橋製作工の歩掛について、製作現場等現場の実態を踏まえ改定 

（６） ＩＣＴ活用工事関係 

 小規模工事を対象に、簡易なＩＣＴ技術活用を加えた要領を新たに整備 

（７） 電気通信設備積算基準 

実態調査の結果を踏まえ、光ケーブルを共通仮設費の対象とする。 

（８） 機械設備積算基準（改定２工種） 

実態調査の結果を踏まえ、既存制定工種の歩掛を改定。 

（９） 建設機械等損料 

実態調査を踏まえ、建設機械等損料算定表を改定。 

令和８年度 土木工事積算基準の制定について 



１　令和８年度 港湾・漁港標準積算基準書の改定概要

※主な改定のみ記載（誤植，目次修正等は未記載）

（工事編）
第１章　総則

１節　総則

●基準の取扱いについての文章追加（考え方の変更なし）

２節　積算の通則

●一部文言の追加・変更・削除

第２章　工事費の積算

１節　直接工事費

●工期設定時の考慮項目について「猛暑日」を追加

●物価本掲載規格削除に伴うラフテレーンクレーン45ｔ吊の記載削除

３節　一般管理費等

●一般管理費等率の改定

第３章　直接工事費の施工歩掛

４節　本体工

●ケーソン式　　　起重機船(非航固定)DE2000t吊、2200t吊が現存しないため規格の

　 　　　　 　　　見直し

６節　上部工

●上部工　　　　　海上コンクリート打設方法の考え方の見直し

　　　　　　　　　コンクリートミキサー船の拘束費の計上方法の見直し

　　　　　　　　　ホイールローダ規格の見直し

８節　消波工

●消波工　　　　　市場単価「土木工事・鉄筋工(一般構造物)」削除に伴う変更

11節　陸上地盤改良工

●陸上地盤改良工　ホイールローダ、空気圧縮機規格の見直し

13節　舗装工

●舗装工　　　　　物価本掲載規格削除に伴うラフテレーンクレーン45ｔ吊の見直し

　　　　　　　　　コンクリート簡易仕上機、ディストリビュータ規格の見直し

16節　仮設工

●仮設工　　　　　バイブロハンマに係るウォータージェット及び水槽規格の見直し

　　　　　　　　　鋼管杭・鋼管矢板の先行掘削におけるバックホウ規格の見直し

第４章　市場単価等

●市場単価により積算を行う工種「11節 陸上地盤改良工」削除、「土木工事・鉄筋工

　（一般構造物）」削除に伴う「鉄筋工」「吊鉄筋工」適用工種を適用不可に修正

●潜水士船の大型化による基準改定（270PS型 →320PS型）

第５章　間接工事費の施工歩掛　共通仮設費

１節　回航・えい航

●土運船(１隻引)を標準とし、２隻引は表から削除

　（土運船２隻以上を回航・えい航する場合は別途考慮する）

●旅費等の算出における鉄道賃等の計上方法を補足

●起重機船(非航固定)DE2000t吊、2200t吊が現存しないため規格の見直し

●潜水士船の大型化による基準改定（270PS型 →320PS型）

２節　運搬費

●建設機械運搬方法について、路面切削機の機械質量の追加

水産庁歩掛（漁港漁場課所管事業に適用）

４節　本体工

●参考資料-１　岩盤基面整正【新規掲載】

●参考資料-３　水中コンクリート打設(ポンプ車直接打設)(保全工事)【新規掲載】

●参考資料-４　残置型枠【新規掲載】
次ページへ続く　

主な改定概要目次

← R8.4.1早期改定済み

← R8.8.1早期改定済み

← R8.8.1早期改定済み
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６節　上部工

●参考資料-２　型枠(重力式)(保全工事)【新規掲載】

●参考資料-３　コンクリート打設(保全工事)【新規掲載】

17節　雑工

●参考資料-１　削孔(陸上部)(保全工事)【新規掲載】

●参考資料-２　削孔(水中部)(保全工事)【新規掲載】

●参考資料-３　差し筋取付(保全工事)【新規掲載】

（設計業務等編）
第１編　設計等業務

　●１節　　　　　計画・開発・調査等業務

                  旅費等の算出における鉄道賃等の計上方法を補足

　●参考資料-１　 予備設計　　波浪変形計算手法(高山法)の名称修正

　●参考資料-６　 港内静穏度(エネルギー平衝方程式及びブシネスクモデル)【新規掲載】

　●参考資料-８　 数値波動水槽(ＣＡＤＭＡＳ ＳＵＲＦ)(２次元)【新規掲載】

第２編　測量・調査業務

　●潜水士船の大型化による基準改定(270PS型 →320PS型)

　●機械器具等損料改定に伴う規格修正

第２編　土質調査業務

　●機械器具等損料改定に伴う規格修正

（単価表)
単価表

●別表-３　　　全国主要港湾の供用係数ランクの見直し

●別表-４　　　船員の労務単価改定による割増対象賃金費の変動に伴い、「就業時間別

　　　　　　　 の船員供用係数(β)」を改定

積算資料

●単価表 　　　県管理港湾・漁港の供用係数ランクを改定

　　　　　　　（川内港 ランク２ →ランク３）

船舶および機械器具等の損料算定基準

●別表第１ 　　船舶損料算定表を全面改定

●別表第２　　 港湾参考損料算定表を全面改定

← R8.4.1早期改定済み

← R8.3.1早期改定済み

← R8.4.1早期改定済み

-2-


